
• 金利上昇が一服しても、ハイテク株は復活せず
• AI投資の持続性に対する懸念で、AI特需による景気押し

上げ期待が剥落
• 安全資産である国債買いの復活



➢ ソフトウェア→マネーフォワード・ラクス・Sansan・サイボウズ
➢ IT・コンサル→NEC・富士通・NRI・ベイカレント・SHIFT
➢ IP・エンタメ→サンリオ・OLC・カプコン・コナミG・セガサミーHD



「AI脅威」から「AI好機」に見方が変わり、
7月以降、ソフトウェア株の復調が強まる



生活必需品やヘルスケアなどディフェンシブに資金シフト



金利が低下に転じ、
ようやく好業績が再注目される
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